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!。 (研究 目的 )

最近小学生児童の対外競技の基準に関する制限

が解除されて,各種の小学生を対象とするスポー

ツ大会が各地で盛大に開催されている。バレァボ

ールに於ても,全日本小学生連盟を中心に小学生
バレーボールの振興が計られ,昭和57年 4月迄に

全国で約6000チ ームが結成され各種の大会が行な

われている。

人間の体力の加令に伴なう推移を考える時,小

学生時代には神経系の著しい発達が認められる時

期であり,学校での正課体育以外の課外活動や社

会での体育活動が,重要な役割を果すであろうこ

とが予想される。しかしその活動のしかたが,あ

まりにも勝利第一主義に走りすぎて過度のトレー

ニングを負荷することになると,教育から逸脱し

健全な身心の発達に悪影響を及ぼす結果ともなり

かねない。

本研究は,少年少女のバレーボール指導の実態

を知り,日 頃のバレーボールの練習がこれら子供

達の体力にどのような影響を及ぼしているかを明

らかにするために行なったものである。

2。 (研究方法・対象)

本研究の体力及び技術の測定は,昭和54年 1月

21022日 ,所沢市所沢市民体育館において行なっ

たものである。被験者は,東京・埼玉の選抜優勝

大会に参加した女子13チ ームの,バレーボールの

平均経験年数 1年 9ケ 月あまりの平均年令11.54

才の少女選手 162名であつた。体カテストの測定

項目としては,日 本バレーボール協会科学研究委

員会の定めた体カテスト
1)の
中から小学生にも容

易に実施でき, しかもバレーボール選手に不可欠

な能カテストと考えられる次の 6項目と,一般生

徒の能力と比較するために,文部省が昭和54年度

体力運動能カテスト実施要項
2)に
採用している次

の 6項目の合計12項目を選んで実施した。

▲バレーボール選手の体カテスト ～ 3回跳・ブ
ロックジャンプ・ランニングジャンプ 09m3往

復走,ロ ーリングテスト。最高到達点。

▲文部省スポーツテスト ～握力 0背筋力 0垂直
跳・反復横跳び・踏台昇降テスト・体前屈度。

尚これら 162名の被験者は週平均 2～ 3日 , 1
週平均 5時間28分の練習を行なっている者で,学
校における正課体育の授業以外に特別なスポーツ

や体カトレーニングを実施していない者の中から

選:抜 した。

又本研究で用いた技術テストは,従来実施され
ている種々のバレーボール技術テスト

3)～ 8)につ

いて検討した結果,テ ストとしての信頼度と妥当

性に富みしかも単純で他の影響要因に左右されに

くい次の 4項目のテストを用いた。

▲技術テスト ～組み手直上連続サークルパス・
オーバーハンド直上連続 トス・オーバーハンド連

続壁パス・組み手連続壁パス。

又,こ れらテストとは別に,小学生のルール検

討のための基礎資料をうる目的で,オ ーバーハン

ド・組み手でのロングパスのボール飛距離とアン

ダーハンドサーブの飛距離についても測定を行な

った。

3。 (研究結果)

体力及び技術テストの結果を各チーム別の平均

値及び標準偏差並びに今回の被験者全員の平均値

・標準偏差に整理し,ほぼ同一年令の一般児童の

体力標準値と比較検討すると第 102・ 3表 に示
すとおりである。

写真 1 垂直跳の測定



κ チーム名 N 勁
幹
才

バレー

経験
月数

週練
習時
時間,分

身長 体重

kg

胸囲

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

ME
TK
ON
NA
HI
WA
SU
EI
SH
NI
SO
TD
KI

11

11

12

9

10

8

10

16

11

13

17

12

14

11.6

11.6

10。 8

11.9

11.3

12。 0

11。 6

11.5

12.0

11.9

10。 8

11.5

11.5

26

26

15

17

8

29

31

18

25

19

22

20

25

5。 00

4。 30

5。 ∞

5。 00

4.00

6。 45

8.00

7.∞

4.00

5.42

6.∞

3.∞

6。 00

149.4

151。 3

144。 6

152。 1

151.9

156.3

152.2

147。 5

148。 5

150.8

147。 0

150.3

149。 4

42。 8

41。 0

36.1

44。 4

49e5

43.2

45。 8

38。 2

42.2

44。 6

39.2

43。 4

42.1

73.0

72.6

67.8

73。 9

72。 5

74.9

76。 5

69.3

72.9

76。 2

70。 0

75。 2

69.1

平均値

標準偏差

一Ｘ
10。 9

2。 6

11.54

0。 39

21.6

6.3

5.28

1.28

150.1

2.92

42。 5

3.44

72.6

2.81

全国平均値又
′

錮 標準偏差δ′
12。 0 一　

一

一　

一

151。 0

5。 8

42.4

6.9

74。 3

6.0

※※ 危険率 5%で差は有意
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第 1表 小学生女子バレー選手の練習経験と体格    第 3表  ダイニ藤早ムサ纏桑鷹皇
及びボールの飛距離のチー

チーム名 N

直上 トス 壁ボレー 飛 距 離
アンダー

回

オーバー

回

アンダー

回

オーバー

回

アンダー

パス m
オーバー

パス m
アンダー

サープm

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

ME

TK

ON

NA

HI

WA

SU

EI

SH

NI

SO

TD

KI

11

11

12

9

10

8

10

16

11

13

17

12

14

20.7

21.1

23.7

25。 2

13。 8

115.5

16.9

23。 6

17。 5

12。 6

27.6

61.9

25.1

18.3

16.5

17.8

18。 6

15。 4

76.0

21.1

29.4

33。 6

13.0

18.2

29.0

30.0

12.5

9.0

13.5

28.0

10.8

49.6

13.1

14。 4

25.4

19。 4

18。 2

26.8

20。 5

17。 8

8.6

14.7

10.8

12.5

77.3

10。 8

17.8

22。 1

16。 4

23.9

24。 8

17.7

10.86

11。 47

10。 88

10。 08

13.31

12.38

12.24

11.54

13。 36

9.88

11.34

7。 39

6.59

6。 83

6.14

8.29

7.09

6。 80

7.17

6。 98

6.10

8。 07

15.10

14.56

15.61

12.85

14.55

18.13

14.45

15.74

15.21

13。 79

平均値X
標準偏差δ′

31.2

28。 14

25.9

16.4

20。 1

10。 81

21。 2

17.61

11。 58

1.16

7。 04

0.69

15。 00

1.40

第 2表 小学生女子バレーボール選手の体カテストの結果

注)*印 は日本協会の調査した中学生選手 (大阪)の体力値

※※※ :危険率 1%以下で差は有意

κ チーム名 N

握 力
(右 )

kg

握 力
(左 )

kg

背筋力

kg

垂直跳 サイ ド

ステップ

回

体前屈

度

踏台昇

降テスト

占

3回跳 プロック

ジャンプ

フンニン

グジャンプ

9m
3往復

秒

ローリ

ング

秒

最 高
到達点

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

ME
TK
ON
NA
HI
WA
SU
EI
SH
NI
SO
TD
KI

11

11

12

9

10

8

10

16

11

13

17

12

14

28。 5

24。 4

21。 3

28.0

24.4

28.9

28.0

27。 0

28。 6

28。 5

23。 1

26.0

28.1

27。 3

22。 8

22。 3

25.5

24.6

25.9

27.8

26.6

25.3

25.1

22.8

24。 8

24.4

93.7

69.5

71.4

83。 9

78.7

72。 5

77。 9

77.9

84。 3

74。 8

71.0

62。 2

52。 8

43。 5

39.0

38。 7

39.1

39。 8

47.1

42。 4

38.9

41。 0

43。 0

46.6

34。 8

41.3

40。 9

38。 4

41.1

40.8

39.7

46。 8

42。 5

37.9

40.6

45.1

41。 1

38.9

43.8

11。 0

15.5

13。 9

9。 3

15。 5

13.5

12。 6

12.8

11.8

14.0

11.3

10.1

12.3

65.4

58。 5

64。 6

55。 6

61.0

74.7

63。 7

69。 8

63。 9

63。 6

59.9

63.7

66.2

5。 41

5.27

5.27

5.38

5.06

5。 73

5。 56

5.24

4。 95

5.20

5.25

5.34

5.54

37。 1

33.0

34.8

34.1

34.6

41.9

37.2

36。 2

36。 5

39.0

34。 3

28。 5

36.1

45。 7

40.4

42.0

42.3

44。 0

50.3

44。 4

42。 7

44.2

46。 8

41。 9

31.3

44。 5

15。 9

16.1

15.9

16。 3

16.1

15.1

15。 8

16。 6

16。 5

16.0

16.0

16.7

15。 7

14.6

14。 6

13。 1

14.9

14。 3

13。 3

15。 8

14.2

15。 3

13.7

15。 3

18。 2

13。 0

2.37

2.35

2。 27

2.36

2。 37

2。 50

2.47

2.30

2。 17

2.40

2.19

2.22

2。 33

平均値 又

標準偏差δ′
26.5

2.47

25。 0

1.69

74。 7

10。 27

41.2

3。 54

41。 4

2.61

12.6

1.90

63.9

4。 85

5。 32

0。 21

35。 6

3.17

43.1

4.36

16。 1

0.42

14.6

1.38

2.33

0.10

全国平均値で

全国標準偏差δ′

23.3

4.9
(※ ※※ )

65。 2

16。 1

(※ ※※)

38.4

5。 9
(※※※)

36。 4

4.3
(※ ※※)

12.36

4。 9

66.0

12.2

5。 53

*

41。 1

*

51.0

*

16.8

*

16。 7

*

2。 55

*
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第 1表を見ると,本研究の被験者は,文部省の

実施 した昭和54年度体力・運動能力調査報告書
9)

の12才女子の平均値と比較し,身長は 0。 9cm劣 り,

体重はほぼ等しいが胸囲が 1。 7cm小 さい。この結

果から今回の研究対象となった小学生バレー選手

の体格は, 日本人の12才の平均的な体位の子供達

と大差はなく,特にバレーボールの練習を専門的
に行なっていると云って長身の子供達の集団であ

るという傾向は認められなかった。

第 2表の体カテス トの結果をみると,握力は選

手の方が右手26。 5kg,左手25。 Okgを 示 し全国平均

値 (左右平均 )23。 3kgに比較し明らかに優れ,又

背筋力も74。 7kgを 示 し,全国平均値の65。 2kgに 比
べ明らかに大きく 9。 5kg選手の方が優れている傾

向が認められた。又垂直跳びについては選手の方

が41。 2cmを 示 し,一般生徒の38。 4cmに 比較し明ら

かに優れていることが明らかになった。又サイ ド

ステップの値も各々41。 4回 に比較し36。 4回で選手

の方が明らかに優れ,こ れら握力・背筋力・垂直

跳・サイ ドステップの 4項 目に危険率 1%以下で

有意の差が認められ,選手の方が一般児童に比較

して明らかに優れている傾向が認められた。

第4表 技術テスト結果記録表

しかし柔軟性の一端を示す体前屈度には大差が

認められず,逆に全身持久力の一端を示す踏台昇

降テス トでは逆に選手の方がやや劣る傾向が認め

られた。

日本バレーボール協会が選手の素材発掘とトレ

ーニング効果の判定及び体力の比較検討のために

作成した専門的な 6種 目のテス ト結果は第 2表に

示すとおりで,島津等
1の

の実施 した小学生バレー

ボール選手を対象とする体カテス ト値と比較する

と,ほぼ同一年令の本研究の対象者は, 9m3往
復走と最高到達点で16。 1秒,2。 33mを示 し,島津

等の研究結果である16.8秒 ,2。 06mと 比較 し,本
研究の児童達の値の方が優れている傾向を示 した。

又日本バレーボール協会の実施 した中学生 (平

均年令14才 )を 対象とする体カテス トと比較する

と, 3回跳21cm, ブロックジャンプ 5.5cm, ラン

ニングジャンプ 8。 lcm,最 高到着点で22cm劣 るが,

9m3往 復走で 0。 7秒,ロ ーリングテス トでも逆
に 2。 1秒優れており,筋力的には平均14才の中学

女子選手より劣つている力ヽ 敏捷性の点では12才

の小学生の方がやや優れている傾向が認められた。

バレーボールの技術を評価する方法として種々

1)～ 3)

ネット越しにボールを何m反則なし

にとばせるか。

4)～ 5)

直径 2mの円内に片足が入っていて

何回反則なしにパスが続けられるか。

6)～ 7)

壁上 1～ 2mの ラインの間にボール

を返し何回パスがつづけられるか。

選手は壁からlm以内のライン内に
入ってはいけない。

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

2 技術テス ト

テスト項1ロ 
テスト回数 1  回  目 2  回  目

組み手ロングパス

ォーバーハンドロンク シ

アンダーサーブ距離

組 み 手 連 続 直 上

t-)l-zr7l'." /7

壁連続組み手バス

f,-t\l-zry l-.)fZ

(備考)パ スのロングパスは選手がバックラインの上に立ち, 3mコ ート内から先生が高く投げた

ゆるいボールを全力で前にとばす。

氏 名 所属学校 小学校   年

住 所 電話 ( )

バレー経験年数 年 ケ 月 週何時間練習しますか 平均     時間



のスキルテス ト
3)～8)が
提案されているが,ス パイ

ク・サーブ 0ブロックの技術的能力の評価のしか

たは難かしいので,最も基本的で且つ他の条件が

結果に影響しないと考えられる第 4表 に示すその

場でのサークル内パスと壁パスをとりあげた。そ

の結果は第 3表 に示すとおりで,直上サークルパ

スでオーバーパスが平均25。 9回 ,組み手パスが31

。2回であったが,チームによる差が大きく,最高

値がWAチ ームの76。 0回 ,115。 5回であったのに比
較し,最低値はNIチ ームの13。 0,12。 6回であっ
た。このことは,経験年数の差を考慮したとして

も,同 じ小学生チーム間の能力に相当な差のある

ことを示 している。又壁パスについても,平均す

るとオーバーパスで21。 2回 ,ア ンダーパスで20。 1

回を示 し,最高値はWAチ ームの77.3,49.6回 ,

最小はTKチ ームの8。 6,9.0回 を示 し,直上パス

ほどの差はないがやはり能力差の著 しいことを示

している。

又平均12才の小学生がボールを全力で打つ時の

ボールの飛距離を調べてみると,オ ーバーパスで

平均 7。 04m,組み手パスで11。 85m,ア ンダーサー

ブで15。 00mを 示 した。現行ルールでは小学生コー

トが 8m× 16mであるが,オ ーバーパスで平均 7
mし かとばせない小学生にとって,こ のコー トの

広さはそれでよいのか,又組み手パスの方が子供

達にとってボールを遠 くに飛ばすという点で,や

り易いことを考えると,豊田等0の主張する,組

み手パスからの初心者導入法の妥当性を示すもの

と考えられる。
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4.(考 察 )
今回の研究対象となった小学生女子選手は平均

年令11.5才で昭和54年度文部省のおこなった体力

運動能カテス トの12才女子の全国平均値と比較し

て,身長・体重に大差はないが胸囲の点で 1。 7cm

小 さいことが明らかになった。このことは,こ の

年令の小学生段階では,バ レーボール・プイヤー

は,中学や高校の選手にあり勝ちな長身者の集団

ではなく,身長や体重に個人的な大小の差はあれ
バレー好きの子供達が集まっていることを示唆し

ている。しかも学校単位のみならず,ス ポーツ少

年団や地域に根を張ったクラブチームも多く,指
導者も学校の教師ばかりと限らず,バ レー好きの

有志がチームを結成している例が多かった。

これらの選手の体力については,文部省の実施

している体力運動能カテス ト結果のうちほぼ同一

年令の児童の値と比較すると,握力 (左右平均)で

2。 5kg,背筋力で 9.5kg,垂直跳で 2.8cm, 又サイ

ドステップでも 5。 0回優れ,綜合的な筋力や動き

の敏捷性等の能力には危険率 1%で明らかに優れ

ている傾向を示 した。

しかし体格・柔軟性の点ではほとんど差が認め

られず,全身持久力の指標の 1つ である踏台昇降
テス トでは僅かに低い傾向が認められた。

この年代の子供達の身体発育の特性を考えると,

猪飼,高石
°
の述べているように,神経系 0敏捷

性及び瞬発筋力の発達が著しい時期であるだけに,

バレーボールの定期的なトレーニングが,こ れら

の筋力・神経系の調整力や敏捷性の向上に好まし

い影響を与えるものと考えられる。又全身持久力

の点で明らかな差の認められていないことは,バ
レーボールの練習がこれらの子供達にとってあま

り過激な運動負荷となっていないことを示すもの

で,子供達の身体発育の面から考えても極めて適

切な運動刺戟となっているものと考えられる。

又技術テス トについては,ボールハンドリング

の技術のマスターが不完全な状態での壁パスは,

回数を増すためボールを速 く送りすぎ, ドリブル

・ホールディングでの反則プレーを伴ないやすい

ので,む しろボールコントロールの安定した能力

を評価する意味でサークル内の直上パス 。 (オ ー
写真 2 オーバーハンド・サークルパスのテスト
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バー 0組み手共)がより適切であると考える。
又前述のとおり,オ ーバーパスでのボールの飛

距離は,平均 7mで あることを考えると,現行の
コー トの大きさ8mはバックのエンドライン上か
らネット際にパスするのが精一杯であることを物

語っており,現行のルール上の規定が実状に即し
ているか否かについても再検討の必要性があるも

のと考えられる。

又指導段階を考える時,初心者に対するオーバ

ーハンドパスの導入の困難さを物語るものと考え

られ,そ の系統的指導の在 り方にも今後更に検討

が必要であると考えられる。

5.(結 論 )
平均年令 11。 5才の小学生女子バレーボール選手

162名 について,バ レーボールの定期的なトレー
ニングが体力に及ぼす影響を明らかにし,そ の技

術の程度を検討する目的で,12項目の体カテス ト

と7項 目の技術テス トを実施 した。被験者のバレ

ーボール経験年数は平均 1年 9ケ月で週平均 2～

3回 ,平均 5時間30分の練習を行なっており,正
課の体育授業以外に定期的なトレーニングを行な

っていない児童を研究対象とした。

それらに対する研究結果は次の通 りであった。

1)体カテス トの結果を昭和54年文部省の行っ
た体 力 0運動能力調査報告書に示された,ほぼ
同一年令の12才女子の全国平均値と比較すると,

握力 0背筋力・垂直跳等の瞬発筋力,サ イ ドステ

ップによる動きの敏捷性に明らかに優れ,危険率
1%以下で有意の差が認められた。しかし体前屈
度・踏台昇降運動の得点には明らかな差が認めら

れなかった。

2)バ レーボールに必要な専門的能力を評価す
る 6項 ロテス トでは, 9m3往復走・最高ジャン
プ到達点に従来の研究より優れた点が認められた。

3回跳で平均 5◆ 32m,ブロックジャンブ35。 6cm,
ランニングジャンプ43。 lcm,最高到達点2.33m,

9m往復走 16。 1秒又ローリングテス トで 14。 6秒で
あった。

3)パスの技術評価のためのサークル内連続直
上オーバーハンドパスと組み手パスでは,平均 ,
25.9回 ,31。 2回,又壁パスではオーバーハンドで

21.2回 ,組み手で20。 1回 を示 し,チームにより能
力差が著しい傾向を示した。

4)こ の年令の小学生選手が, 自分のパスとサ
ーブの能力でどの程度ボールを遠 くに送りうるか

を調べてみると,オ ーバーハンドパスで7.04cm,

組み手パスで11。 58mで組み手パスの方がボールを

遠 くに送 りうることが明らかになった。又アンダー

ハンドサーブでは,ボールを平均 15。 00mと ばすこ

とが出来, 8m四方のコー トではアンダーサーブ,
組み手パスではボールをネット越しに送れるが,

オーバーハンドパスではエンドラインからネット

近くに送るのが精一杯であることがわかった。こ

のことは,こ の年令の選手にとってオーバーハン

ドパスをマスターすることの難かしさを示すもの

と考えられる。

5)今回の研究結果から,バ レーボールの定期
的 トレーニングは小学生にとって筋力・敏捷性の

向上に役立つけれども,こ の時代に未発達な全身

持久力や呼吸循環系に対 してはあまり強度の負荷

とはなっておらず,子供達の発育段階を考慮する

と適切な運動刺戟であると云える。
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